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放送用中継器 

ＥＯＣ－１５４／ＯＥＣ－１０５０ 

取 扱 説 明 書 

 

 

レーザー光：レーザー光及びその反射光が目に入ると、目を損傷する恐れがあります。 

 本装置（ＥＯＣ－１５４）は、電源を供給するとＲＦ信号が無入力時でも目には見えな

い（波長:1510nm）レーザー光が出力されます。発光部及び接続されたファイバーの先端

部等を覗くと危険ですので十分注意して下さい。 

 

１．概 説 

本装置は、発光器側（ＥＯＣ－１５４）と受光器側（ＯＥＣ－１０５０）で対になる放送用の

光リンクユニットです。１００～５００ＭＨｚ間の無線信号を伝送する事ができます。 

 

ＥＯＣ－１54
E/Oコンバータ

ＯＥＣ－１０50
O/Eコンバータ

RF信号入力
100～500MHz
(Typ：-30Bm)

RF信号出力
100～500MHz
(Typ：-30dBm)

光ファイバー
光ロス=15dB時

 

２．製 品 構 成 

（１）ＥＯＣ－１５４  Ｅ／Ｏコンバータ １台 

・Ｅ／Ｏコンバータ      １台 

・キャノンコネクタ変換ケーブル    １本 

・試験成績書       １部 

 

（２）ＯＥＣ－１０５０ Ｏ／Ｅコンバータ １台 

・Ｏ／Ｅコンバータ      １台 

・試験成績書       １部 

 

 

３．外観・寸法・表示 

図１・２に本装置の外観を示します。 

図１：ＥＯＣ－１５４  外観図 

図２：ＯＥＣ－１０５０ 外観図 

! 警 告 
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４．回 路 構 成 

 

[１] ＥＯＣ－１５４ Ｅ／Ｏコンバータ 

LD制御回路

DC

DC

ＬＤＡＴＴ

OPT OUT
SC/SPCコネクタ

RF IN
N-Jコネクタ

キャノンコネクタ

電源回路

AMP

DC IN

 

 

（１）「RF IN に印加された電気信号はＬＤ（レーザーダイオード）モジュールで光信号に変換されま

す。 

光信号はファイバーを介して「OPT OUT」端子に出力されます。 

（２）ＬＤ制御回路は、ＬＤ光出力を一定にするためにＡＰＣ（光出力安定化回路）で駆動します。 

 

[２] ＯＥＣ－１０５０ Ｏ／Ｅコンバータ 

PD制御回路

DC

DC

PDＡＴＴ

OPT IN
SCコネクタ

RF OUT
N-Jコネクタ

DC IN
キャノンコネクタ

OPT ALM

電源回路

AMP

 

 

（１） 「OPT IN」端子に印加された光信号は、ファイバーを介して、 

ＰＤ（ピン・フォトダイード）に導かれ電気信号に変換されます。 

電気信号は、ＲＦ増幅回路で増幅され、「RF OUT」端子へ出力されます。 
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５．性 能 

 

項     目 仕    様 備     考 

電
気
性
能 

入力周波数 100～500MHz   

入力飽和レベル （P1dB) -12dBm 以上 光 LOSS=15dB 時 

C/N 比 6dB/16MHz（目標） 光 LOSS=15dB・RF 入力-70dBm 時 

光損失 15dB 標準 

標準光出力レベル +6.0dBm ±1.5dB 約 4mW 

受光レベル 
標準 -9.0dBm    

絶対定格 +7dBm  5mW 

光波長 1.51μm   

光変調度 12±2% -30dBm 入力時 300MHz （E/O ユニット） 

入出力間ゲイン 0dB±3dB 光損失 15dB 時 100～500MHz 

VSWR 1.5 以下 100～500MHz 

アラーム OPT 異常時 赤、正常時 消灯 受光レベル -20dBm以下 で異常検出（O/Eユニット） 

そ

の

他 

光コネクタ SC 型 SPC 研磨 

RF コネクタ N-J   

電源 

コネクタ 

 E/O 防水型丸形コネクタ キャノン型ケーブル添付 

 O/E 
キャノン（XLR）コネクタ 

型名：XLR-4-32-F512 

ピンアサイン 

1 番：GND、4 番：+12V 

電源 
 E/O 12V±10% 消費電力 7VA 以下 

 O/E 12V±10% 消費電力 6VA 以下 

寸法 外観図による   

質量 1.2kg 以下 各ユニット 

動作温度範囲 -10～+40℃   

構造 防滴構造 E/O ユニットのみ 

保証期間 納入後 1 年間 

下記事項に該当する場合は保証対象外  

・ お客様による輸送、移動時の落下・衝撃等、 

お取り扱いが不適切で生じた事故、損傷  

・ 製品仕様に従わない使用方法、過失、改造、誤装着、 

外的要因による損傷  

・ 火災、公害、異常電圧、天災地変等に起因する故障や損傷 

RoHS RoHS 対応品   
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６．使用法 

 

１．外観等の説明 

表１． ＥＯＣ－１５４の外観説明（図１．参照） 

№ 表 示 説 明 

① RF IN 

Ｎ－Ｊ形の同軸コネクタ（インピーダンス：５０Ω） 

ＲＦ信号の入力端子です。 

入力レベル：－３０ｄＢｍ標準 

入力絶対定格：＋２０ｄＢｍ（１００ｍＷ） 

② OPT OUT 

防水型ＳＣ形光コネクタ  （ＳＰＣ研磨） 

光信号の出力端子です。 

①に入力されたＲＦ信号により光信号を変調しています。 

光出力レベル：＋６．０ｄＢｍ標準 

注意）電源投入時は常にＲＦ信号が無入力でも 

光信号は＋６．０ｄＢｍ出力されています。 

コネクタはヒロセ製：ＳＷ２０－ＳＣＲ－１（０１）を使用しており

ます。 

防水で使用の場合はプラグハウジング：ＳＷ２０－ＳＰＣＴ７５－２

を採用ください。 

③ DC IN+12V 

防水型丸形コネクタ 

電源の供給コネクタです。 

添付 キャノンコネクタ変換ケーブルを接続します。 

電源は＋１２Ｖ±１０％を供給します。 

消費電力はＴｙｐ：４．１ＶＡです。 

④ POWER 

電源表示 ＬＥＤ 

電源 ＯＮ／ＯＦＦ 状態を表示します。 

電源投入時は「緑色」点灯です。 
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表２． ＯＥＣ－１０５０の外観説明（図２．参照） 

№ 表 示 説 明 

① OPT IN 

ＳＣ形光コネクタ 

光信号の入力端子です。Ｅ／Ｏコンバータから出力され、光ファイバ

ーで伝送された光信号を入力します。 

光入力レベル： －９．０ｄＢｍ標準 

入力絶対定格：＋７．０ｄＢｍ 

② RF OUT 

Ｎ－Ｊ形の同軸コネクタ（インピーダンス：５０Ω） 

ＲＦ信号の出力端子です。 

①に入力された光信号がＲＦ信号に変換されて出力されます。 

出力レベル：－３０ｄＢｍ標準 

(光入力＝－９．０ｄＢｍ、Ｅ／ＯへのＲＦ入力レベル＝－３０ｄＢｍ時) 

③ DC IN +12V 

キャノン（ＸＬＲ）コネクタ 

ＤＣ電源の供給コネクタです。 

電源は＋１２Ｖ±１０％を供給してください。 

消費電力はＴｙｐ：２．２ＶＡです。 

④ OPT ALARM 

光信号の入力レベル異常を表示します。 

正常時は「緑色」点灯です。 

光信号レベルが異常(－２０ｄＢｍ以下)に低下すると「赤色」点灯し

ます。 

 

⑤ POWER 

電源表示 ＬＥＤ 

電源 ＯＮ／ＯＦＦ 状態を表示します。 

電源投入時は「緑色」点灯です。 
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  ２．使用方法・注意事項 

 

（１） 「DC IN」に電源が供給できるように配線をします。(E/O,O/E 共通)  

（Ｅ／Ｏコンバータは添付 キャノンコネクタ変換ケーブルを接続します。） 

ピン配置は 1PIN：GND、2PIN：NC、3PIN：NC、4PIN：+12V 

電源配線に関する注意事項 

① ＧＮＤ線は確実に接続してください。ＧＮＤが未接続で電源を投入すると装置に過電圧が

印可され破損する場合があります。 

② 供給される電源電圧は安定化され、＋１２Ｖ±１０％であることを確認してください。 

③ 電源にスイッチング電源等を使用する場合、ノイズ成分がＣ／Ｎを悪化させる場合があり

ます。装置内部(の電源ライン)にはノイズフィルタが組み込まれていますので通常の使用

には影響がありません。Ｃ／Ｎの仕様を重視する場合、配慮が必要です。 

 

（２） Ｅ／Ｏコンバータの「OPT OUT」とＯ／Ｅコンバータの「OPT IN」を光ファイバーで接続します。 

・適合ファイバー ：シングルモードファイバ（コア 9.5μm／クラッド 125μm） 

・光コネクタ  ：ＳＣ－ＳＰＣ研磨(反射減衰量４０ｄＢ以上) 

光ファイバー接続に関する注意事項 

① 接続する光ファイバーの種類及び光コネクタの形状は正しいものを使用してください。 

② ファイバー接続時、光コネクタを清掃してから接続してください。ゴミ等が付着していると

コネクタ端面を破損等する場合があります。 

 

（３） Ｅ／Ｏコンバータの「RF IN」、Ｏ／Ｅコンバータの「RF OUT」をそれぞれ同軸ケーブルを用いて他

の機器と接続します。 

 

（４） 電源を供給してください。 

 

（５） ＲＦ信号を入力します。 
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［参考］本装置のＲＦ入出力レベルと光伝送ロスの関係について 

本装置の入出力レベルは下記の如く光伝送経路のロスが１５ｄＢ時に利得が０ｄＢとなるように

調整されています。 

本機器は光伝送ロス１ｄＢ増加に対してＲＦ信号の利得が２ｄＢの割合で減少します。 

 

光伝送ロスとＲＦでの伝送利得の関係 

光伝送ロス(dB) １０ 1２.５ １５ １７．５ ２０ 

ＲＦ利得(dB) １０ ５ ０ －５ －１０ 

 

ＥＯＣ－１５４
E/Oコンバータ

ＯＥＣ－１０５０
O/Eコンバータ

RF信号入力
100～500MHz

(-30dBm)

RF信号出力
100～500MHz

(-30dBm)

光ファイバー
光ロス=15dB時
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図１． ＥＯＣ－１５４ 外観図 
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図２． ＯＥＣ－１０５０ 外観図 


